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第１号議案 令和７年度事業報告（案）について

１ 噴火災害の伝承、学習及び火山関係資源等を活用した地域振興事業等への
助成                           【実績額：７３,２８１,７３８円】

○雲仙岳災害記念館への運営経費助成

雲仙・普賢岳災害の後世への伝承及び火山関係資源の活用を図るため、記念館の管理運

営に必要な経費の助成を行った。

・施設運営経費としての助成額  50,０００,０００円

・投資改修経費としての助成額 ２２,６９３,６６０円

合計  ７２,６９３,６６０円

○がまだすドーム防災教育推進助成事業

雲仙・普賢岳噴火災害から30年以上が経過し災害の記憶の風化が進む一方で、東日本大

震災を受け、防災教育の重要性が見直されている状況を踏まえ、災害を知らない若い世

代に広く噴火災害の脅威と教訓を伝え、防災意識の向上を図ることを目的として、雲仙岳

災害記念館を活用した「がまだすドーム防災教育推進助成事業」を実施した。

                                                         （単位：円、人）

予算額
実  績

残額
決算額 団体数 利用者数

令和８年３月末 1,303,000 541,950 37 1,071 ７６１,0５０

令和７年３月末 1,750,000 ６０９,920 ３３ 1,243 1,140,080

対前年増減額 △４４７,００0 △67,970 4 △172 △３７９,０３0

対前年比 ７４．５% 8８.９% １１２.１% 8６.２% ６６．８％

予算執行率 ４１.６％

令和７年度申請件数の内訳  ※【 】は令和６年度実績

＜地域区分＞

島原半島地域 ２４件（島原市 ９件、雲仙市 １０件、南島原市 ５件） 【２０件】

長崎地域     ７件（長崎市 ７件） 【６件】

県央地域     ５件（諫早市 ５件） 【４件】

県北地域     １件（佐世保市 １件） 【３件】

離島地域     ０件 【０件】

＜利用形態＞

学校    ２５件 【２６件】  

学校以外 １２件  【７件】



○次世代に継承する持続可能な雲仙普賢岳噴火災害伝承への助成 【新規】

雲仙普賢岳噴火災害の記憶の風化が進む中で、持続的に雲仙普賢岳噴火災害の教訓を伝

承する地域活動や学習講座の取り組みを推進するための助成。

（単位：円、人）

予算額
実  績

執行残額
執行済額 個人・団体数

令和8年3月末 250,000 46,128 2 203,872

予算執行率 １８.５％

２ 噴火災害に関する情報収集・提供      【2～4実績額：７９１，５９３円】
○噴火災害に関する写真データを活用し、語り部体験談の収集を行うことで教材動画を作

成、学校での事前学習資料や災害学習資料として提供（半島内小学校６校）

→学校教員から「語り部さんの声や当時の映像に驚きながら、子どもたちはしっかりと災

害の恐ろしさについて考えていた」という感想を頂いた。

○語り部の講話やジオガイドのフィールドワーク時の案内資料として収集した。

写真データを提供（記念館、島原半島ジオパーク協議会、語り部に提供）

３ 噴火災害の伝承のために行う人材育成事業
○火山ジュニアマイスタースクール 【拡充】

島原半島の将来の地域防災を担う若者の人材育成及び地域の防災力向上を目的として、

小学生・中学生を対象に火山・防災・ジオパーク講座を開催。年間を通じた講座に参加する

ことで「火山ジュニアマイスター」に認定した。

→火山ジュニアマイスター認定者8名

・講座内容：

第１回 「雲仙火山をめぐる調査隊」（4/27）

第２回 「なりきりガイド体験」（6/22）

第３回 「いざ、ガイド‼」（7/27）

第４回 「サイクリングジオツアー」（10/19）

第５回 「マイスター認定チャレンジ‼」（11/23）

・共 催：雲仙岳災害記念館、島原半島ジオパーク協議会

・後 援：（一財）自然公園財団 雲仙支部

※2025年度防災教育チャレンジプラン助成金の支援を受けて実施

→参加者から「新しい発見があり、いつも見ていた風景が違ったように見れた」という感想

を頂いた。

→内閣府防災担当者が火山ジュニアマイスタースクールの取組に興味をもたれ、第5回講座

を視察。

第３回講座で解説する火山ジュニア



○親子で普賢岳登山

雲仙・普賢岳噴火災害を伝承する目的で、島原半島の小学生とその保護者を対象にして、

火山の研究者による解説を交えながら、普賢岳山頂を目指して登山を行うイベントを開催。

・日 時：令和7年8月24日（日）９：００～１６：００

・参加者：11名

・共 催：九州大学地震火山観測研究センター

→参加者から「夏の一番の思い出になった」、「火山の先生から専門的な話しを聞くことが

でき、災害への備えの大切さを学んだ」という感想を頂いた。

○島原防災塾

島原地域における災害伝承、ならびに噴火災害等の自然災害に備えての地域防災力向上

を目的として、島原防災塾を開催した。

・日 時：令和７年７月２７日（日）9：3０～１６：0０

・テーマ：噴火災害を乗り越えた森の再生を学ぼう

・参加者：27名（小学生13名、保護者14名）

→運営委員から「昨年は湧水、今年は森をテーマにして災害と恵みを調べる充実した内容。

年ごとにテーマを変えていくことで学年ごとに学びも深まる」という感想を頂いた。

○地域防災教材の作成

・島原防災塾ではテキスト「噴火災害を乗り越えた森の再生を学ぼう」を作成し、校区の第四

小学校や平成新山ネイチャーセンターへ配布した。

→学校での総合学習で活用予定。



・火山ジュニアマイスタースクールではテキスト「島原・天草一揆と原城に隠された大地のヒ

ミツ」を作成し、校区の南有馬小学校へ配布した。また、観光用解説カード「雲仙岳おやまカ

ード」、「大地のヒミツカード」を関係する観光施設に配布した。

→学校教員からの要望を受けてホームページでも閲覧利用できるように工夫した

○記念館行事（いのりの灯）への協力

・追悼行事で使用されるキャンドル作りのため、学校訪問して作成業務のサポートを行った。

（４月下旬～５月中旬）

○公民館・図書館の防災教室への出前講座

・「夏休み科学教室 ポップコーンで爆発実験」 島原図書館（8/16） 18名

・「ふくらむ・ずれる・ゆれる！実験で楽しむ大地（ジオ）の講座」 国見農村環境改善センター

(1/24) 24名

○島原半島ジオパーク協議会の学校の出前講座

小学６年生を対象として、「土地のつくりと変化」の授業の一環で、島原半島ジオパーク協議

会森本専門員のサポートとして火山噴火実験・地層観察を行った。

・「火山噴火実験・地層観察」 南島原市立有家小学校（11/18） 45名

○ジオパークガイドへの研修協力

・全国火山系博物館連絡協議会の交流会を企画し、ジオパークガイドを対象に他の火山・ジオ

パーク地域の取組について研修（11/24） 10名



○大学等の災害伝承に関する授業への協力

・台湾大学理学部地球科学科の巡検（7/9） 20名

・火山研究人材育成コンソーシアム構築事業研修会（9/24-25） 30名

・全国火山系博物館連絡協議会研修会（11/24-25） 10名

４ 噴火災害の調査・研究
○島原防災塾や火山ジュニアマイスタースクールで使用するテキストの作成のため、

江戸時代の溶岩流や焼山湧水、平成の噴火で森林被害のあった垂木台地の植生の

回復状況、原城跡の大地の歴史などを調査した。また、次年度に向けて島原市安中   

地区の噴火災害や復興について調査した。

火山学コンソーシアム研修会(9/24) 火山博ネット研修会(11/25)

島原大変絵図の調査 中安徳町の八幡神社の調査


